
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、展示会や講座を中止・変更する
場合がございます。その場合は本学HPなどでお知らせいたします。ご来館される
前に、必ずご確認いただきますようお願いいたします。
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Tel 022-723-0538東北工業大学 一番町ロビー
〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-3-1（TMビル）　Fax 022-263-8606　E-mail/lobby@tohtech.ac.jp　http：//www.tohtech.ac.jp/

東北工業大学では、市民の皆さまとのふれあいの場として、一番町にロビーを開設しております。
お気軽にお越しください。（入場無料）
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※新型コロナウイルス感染リスク低減のため、開館時間を短縮し、
　休館日も水・木曜日へと変更しております。
開館時間／11：00～17：00（最終日は16：00まで）
休館日／水・木曜日
入館料／無料

GALLERY1F

新美南吉 童話の世界
大木 葉子（東北工業大学 総合教育センター 准教授）

「ごん狐」の作者として知られる新美南吉（1913～1943）は、「北の賢治、南の南吉」とも称され、
その童話作品は子どものみならず大人をも惹き付ける魅力を持つとされます。本講座では
南吉童話の多彩な作品世界を紹介するとともに、背景となる時代思潮をふまえた上でその
魅力について考察します。

冊子のデザインの魅力
古川 哲哉（東北工業大学 産業デザイン学科 准教授）

ポスターやロゴ、パッケージなどを利用して情報を伝達するビジュアルコミュニケーション
デザイン。再生の媒体が紙からスマートフォンやディスプレイ、プログラミングなど多様に
なっています。そのような中でクラシックとも言える冊子の魅力は変わりません。なぜでしょう。

素材とデザインの関係
中島 敏（東北工業大学 生活デザイン学科 教授）

デザインを決める要素は多くあります。ここでは、素材のデザインに関わる重要性についてお
話しします。さらに、ものづくりの3R（Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサイ
クル））の考慮すべき点についても述べたいと思います。

SDGsを志向する中小企業の実践事例 
～地域社会との対話で業績アップ～

川島 和浩（東北工業大学 経営コミュニケーション学科 教授）
わが国の中小企業におけるSDGsの認知度は15.8%です。大企業に比べるとSDGs達成に向けた
取組みは限定的です。しかし、今後、中小企業においても企業価値向上・競争力強化に向けて
SDGsの活用を通じた取組みの創発が期待されています。SDGsを切り口として、新たなビジネス
チャンスを獲得する中小企業の実践事例をお話しします。

生活者によるデザイン 
～ともに作るデザインの可能性～

両角 清隆（東北工業大学 産業デザイン学科 教授）
何をどのように『デザイン』すれば生活を豊かにできるのか、生活者・当事者と一緒に考え、
作り出し、運用し、共有していく方法を考えます。そのために、これまでに日本やフィンランド
で出会った人々の生活・活動や、学生とともに考え取り組んだ制作から考えていきます。この
講座を、答えの提供の場ではなく、一緒に考える場と考えています。

特 別 休 館

特 別 休 館

ONLINE

◆会場：『Zoomウェビナー』によるオンライン開催
　※ZoomおよびZoom（ロゴ）は、Zoom Video Communications, Inc.の米国およびその他の国における登録商標または商標です。

◆申込み：全講座申込み制
　Webサイト上の申込みフォームにて受付いたします
◆詳細：市民公開講座Webサイトをご覧ください野外スケッチ会・四季展

会は活動を開始してから6年を迎えました。
主に県内の景勝地を対象に野外での
スケッチ活動を行っております。水彩、パス
テル、油絵と各会員が得意とする画材で
作品を制作しております。この度、一年間の
成果を東北工大一番町ロビーで発表する
ことになりました。ぜひご鑑賞のほどお願い
いたします。

野外スケッチ会・四季

3.11伝承ロードパネル展
～東日本大震災の教訓を伝えるために～

震災伝承ネットワーク協議会
復興大学事務局

「3.11伝承ロード」とは、東日本大震災の
教訓を学ぶため、震災伝承施設のネット
ワークを活用して防災に関するさまざまな
取り組みや事業を行う活動です。パネルの
ほか、映像資料、震災遺物なども展示します。
当時を振り返り、あらためて防災・減災に
ついて考えてみましょう。


